





A basic study in gas hydrate with snow and
ice, ： Considerations of methods for
generating gas hydrate from the aspect of
characteristics of samples
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へ面における焼結作用が影響していると推
測される７)．まず領域Ⅲの吸収速度に注
目すると静置時間が短いほど速くなって
いることから，比較的短時間であっても
焼結作用によって表面積の減少が起きた
と考えられる．次に領域Ⅱの吸収速度に
注目すると同様に静置時間が短いほど速
くなっていることがわかる．領域Ⅱでは
領域Ｉで形成された核を中心に成長が進
むことから，静置時間が長いほど領域Ｉ
における核の形成数が少なかったと考え
られる．核の形成は氷結晶の欠陥（キン
ク６)）において起きることから，焼結作
用によって欠陥が急速に減少したと考え
られる．またFig.６－４より同じ静置時間
でも真空状態下で静置した時間が短いほ
ど効率よくハイドレートが生成されたこ
とがわかる．この結果より空気中よりも
真空中の方が焼結作用の進行が激しかっ
たと考えられる．
Ｆｉｇ．６．５より温度が高いほどハイドレ
ート生成の効率が悪いことがわかる．こ
れは温度の上昇によって加圧度が低下し
たことが主な原因と考えられる．また
Fig.６．６に示すように温度が融点に近づ
くほど領域Ⅱの時間幅が急激に増大する
ことが判明した．一般に‐６℃以上から擬
似液体層が出現することから，この傾向
は擬似液体層の影響であり，この層の液
体的性質によりガス分子の拡散が促進さ
れた結果と考えられる．
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融点近傍では氷の表面に擬似液体層が
現れることが知られている７)．この層内
の水分子は位置が不規則で液体的である
ことから，ハイドレートの生成に何らか
の影響が現れると考えられる．そこで初
期圧力０．１ＭＰａ，密度０．７９/cm3，粒子の
大きさｄ＜０．６〔ｍｍ〕の条件において，融
点近傍で実験を行った．その結果を
Fig.６．５に示す．
７結言
(1)氷粒子が細かいほど表面積が広く，効
率よくハイドレートを生成できる．
(2)十分に低温の環境下であれば氷粒子
を圧縮成形することによって全体の
表面積を広げることができる．
(3)短時間の焼結であってもハイドレー
ト生成に大きな悪影響を及ぼす．
(4)空気中（大気圧下）と真空中で比較す
ると真空中の方が焼結作用の影響が
大きい．
(5)擬似液体層の出現により融点に近づ
くほど領域Ⅱの時間幅が増大する．
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